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 地域の雇用を支える
中小企業では、設備の老朽化に
よる生産性の低下や経営者の
高齢化による後継者不足などが
課題となっている。中小企業支
援策と、これに関連し中小企業
振興条例を制定することについ
て、市はどう考えているか。

　　　　具体的支援として、生

産性向上を目指す中小企業に対

して、30年度から32年度までに行

う新たな設備投資に対する固定

資産税を３年間ゼロとする臨時・

異例の措置を行い、税負担の軽

減を図る。この特例を受ける企業

は、国の各種補助金における優

先採択や補助率の引上げも受け

られるため、設備投資を強力に後

押しすることになる。

　また、国が本年４月に配置する

地域コーディネーターと連携し、事

業承継に関して経営者が抱える

課題解決の支援も行う。

　さらに、新たな取組に挑戦する

中小企業への支援を強力に進め

ていく原動力として、30年度に中

小企業振興条例を制定し、行政

や様々な団体、機関が協働して

継続的な支援を行っていく姿勢を

示し、静岡発の商品開発に挑戦

答 弁

質 問

中小企業支援

しオンリーワンを目指すなど「がん

ばる中小企業」を応援していく。

・市長の政治姿勢

・予算編成と組織の改正

・歴史文化施設

・市民文化会館再整備

・三保松原のマツ枯れ対策

・新清水庁舎建設事業

・清水都心ウォーターフロント

　地区の賑わいづくり

・地域高規格道路静岡南北道路

・ＪＲ東静岡駅北口市有地の活用

・生涯活躍のまち静岡

・高等教育のあり方　　　など

その他の質問

 海洋産業クラスター形
成ビジョンに基づく新事業・新商
品の開発プロジェクトの進捗はど
うか。また、プロジェクトに取り組
む市の狙いは何か。

　　　　現在、本市では静岡市

海洋産業クラスター協議会を中心

に９件のプロジェクトに取り組んで

いる。

　中長期的なものでは、「駿河湾

の海底地形や水温などの海洋情

報に関する３Ｄマッピング化」、「水

産資源の把握と水産業の高度化

に資する情報提供システムの研究」

等が進み、地域産業振興に向け

た知見が順調に蓄積されている。

　短期的なものでは、水産加工食

品の開発などが進められている。な

かでも、地元の山梨罐詰（株）と静

岡県立大学が産学連携で取り組

む「おみや水産缶詰の開発」は、特

産品のシラスを活用し、お土産用

の新たな缶詰の商品化とともに販

売促進に向けたレシピ開発を目指

すものである。本年４月には商品化

実現の予定で、本市は企業と連携

しその後の販売戦略に取り組んで

いく。

　こうしたプロジェクトを支援し、具

体的成果をモデルケースとして広く

答 弁

質 問

海　洋　産　業

クラスター形成
（※1）

示すことで、企業の新事業創出の

ための自発的取組を誘発する事

業環境を構築したいと考えている。

・市民との対話姿勢

・財政基盤強化策

・桜ヶ丘病院移転

・持続可能な開発目標

・清水病院

・障がい者支援策

・地域交通弱者対策

・ＪＲ清水駅周辺商店街活性化

・中小企業振興基本条例

・清水港の利用促進

・企業立地　　　　　　 など

その他の質問

福地 健 議員 池邨 善満 議員

代 表
静岡市のココが聞きたい

総 括 質 問

自 由 民 主 党
静岡市議会議員団

志 政 会
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　平成30年２月８日から３月20日までの41日間にわたって、２月定例会を開催しました。

　定例会では、国の補正予算を活用した国道などの道路整備事業や小中学校の体育館及び校舎トイレの改修事業、また、交流人口拡大のため駿府城公園の中堀を

活用した和舟乗船体験事業などを含む平成29年度補正予算、第３次総合計画の最大目標「2025年に総人口70万人を維持」を目指す平成30年度当初予算などの

議案113件と請願１件を審議し、陳情３件を審査しました。

　２月21日には、田辺市長が施政方針を表明し、①悠久の歴史を誇りとして活かした風格のあるまちづくりの推進、②人々が訪れてみたいと憧れを抱く個性あるま

ちづくりの推進、③世界中から多くの人が集まる求心力の高いまちづくりの推進、④市民が住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくりの推進、⑤様々な危機に

備えた減災力が高い安心・安全なまちづくりの推進、⑥あらゆる人々が多様性を尊重し共に暮らすまちづくりの推進の６つを重点プロジェクトとし、平成30年度当

初予算編成の考え方を示しました。

　また、施政方針を受けての代表質問と個人質問では、田辺市政７年間の成果、第３次総合計画前期実施計画の最終年度である平成30年度予算編成、ＳＤＧｓ※

の推進のほか、市民文化会館再整備や新清水庁舎建設事業などが議論されました。

　最終日には、各常任委員会における議案の審査結果の報告を受け、すべての市長提出議案を全会一致または賛成多数で可決しました。

　※SDGｓ：2015年９月に国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」の略称。この目標達成に向けて、国連加盟国 
　　　　　  は2030年までに「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に総合的に取り組むこととしている。

２月定例会日程

（１）補正予算議案等　（２）当初予算議案等　（３）追加議案

議案上程（２）


